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文責 校長 墨谷誠一 

◇ 学校目標 ◇   「元気いっぱい やさしさいっぱい 知恵いっぱい」の児童の育成 

 

 

子どもには感染しにくいといわれていた新型コロナウィルスですが、北九州では小学校でクラ

スターが発生するなど、子どもだからといって安心できない状況になっています。 

大川小学校では、コロナ感染防止の取り組みを継続して行っておりますが、そういう中でも子

どもたちは明るく元気よく学校生活を送ってくれています。 

伊万里ケーブルテレビで放映されている「伊万里っ子応援プログラム」（道徳編）の作成に関

わった本校の山口先生が、その教材を使ってコロナウィルスに関わる差別をなくす授業を行って

います。子どもたちは授業を通してコロナウィルス感染に対する偏見や差別があることを知り、

差別をなくすためにどうすればいいのか、自分には何ができるのかを真剣に考え、思いを深めて

いました。 

 

 

 

６月２日（火）、３兄弟（２年男児、３年男児、６年女児）が転入し、また新しい仲間が増え

ました。３人を迎える大川小の児童たちも大喜びで、当日は朝からみんなハイテンションでし

た。これで全校児童数は１１８名になり、またにぎやかになります。 

 

   

大川小だより 

ハーモニー 
 

 

 

コロナに負けるな！ 

  
「伊万里っ子応援プログラム」を活用した、コロナに関する道徳の授業 

３人の転入生を迎えました 

２年生 ３年生 
６年生 
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５月１９日（火）、今年も校庭の大きなセンダンの木にアオバズクがやってきました。 

 アオバズクはフクロウの仲間で、夏になると中国、日本、朝鮮半島などにやってきて繁殖し、

冬になると東南アジアへ南下し越冬するそうです。アオバズクという名前は青葉が芽生える季節

に飛来することが由来だそうです。 

これから夏の終わりごろまで、大川小の子どもたちを見守ってくれます。 

 

 

 これから大雨などの自然災害が心配されますが、学校が通常登校と判断しても地域によって状

況が違いますので、危険が予想される場合は無理に登校させず自宅待機をさせてください。子供

の安全を最優先に家での判断をお願いします。 

 

 

 

 例年、７月に実施しています保護者と担任との個人懇談を、８月の初旬に行いたいと思いま

す。今年度はコロナウィルスの影響でPTA総会時の学級懇談も中止となり、担任と保護者の皆

さんとの顔合わせも未だに実現していない状況です。今年度は８月７日（金）までが１学期とな

りましたが、８月３日（月）から７日（金）は給食の提供がないため午前中授業の予定です。そ

の午後に個人懇談を計画したいと思います。詳細については後日案内いたします。よろしくお願

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １年生のアサガオ 

 

    ２年生のトマト 

6/ 2（火） ぶっくん          
6/ 9（火） ５年生種まき      
6/19（金） ５年生泥リンピック        
6/22（月） 教育相談週間（～26日）     
6/23（火） ぶっくん 
6/25（木） 学校評議員会 

今年もアオバズク飛来 

６月の行事 

  ５月１９日に撮影 

自然災害時の登校について 

個人懇談について 

すくすくと育ってます 


